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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期

第３四半期連結
累計期間

第97期
第３四半期連結
累計期間

第96期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 22,286,017 22,993,098 29,776,004

経常利益（千円） 1,692,033 1,975,959 2,290,421

四半期（当期）純利益（千円） 870,031 1,124,679 1,186,037

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
828,554 1,104,405 1,274,369

純資産額（千円） 17,831,782 18,902,534 18,367,598

総資産額（千円） 32,858,930 35,093,460 33,415,711

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
81.58 105.73 111.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
81.32 105.19 110.92

自己資本比率（％） 53.7 53.2 54.4

　

回次
第96期

第３四半期連結
会計期間

第97期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
18.73 37.00

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)業績の状況

＜売上の状況＞

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要で緩やかな回復を示しております

が、長引く円高や欧州債務危機に加え、中国や新興国経済の減速で、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

このような中、当社グループは、「美と健康」にかかわる分野を事業領域とし、医薬品・化粧品包材（パッケージ

・添付文書・ラベル等）の製造・販売を行う印刷包材事業及び包装システム販売事業を中核に、業容の拡大、企業

価値の更なる向上に努めてまいりました結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前第３四半期連結累計期間

に比べ７億７百万円増（前年同期比3.2%増）の229億93百万円となりました。

セグメント別の売上の状況は、以下の通りであります。

印刷包材事業

当社グループの主たる事業である印刷包材事業におきましては、市場での企業間競争が一段と厳しさを増してい

る事業環境の中、当社グループは市場ニーズに即した付加価値の高い製品の提供に努め、お客様・地域に密着した

提案型営業活動を展開するとともに、高水準の品質保証体制を追求し、安定した製品の供給に努めてまいりました。

医薬品市場におきましては、高齢化の進展を受けた医療用向け製品の堅調な受注に加え、ＯＴＣ向け製品におき

ましても受注は前年同期の実績を上回りました。

化粧品市場におきましては、ＰＰ製クリアカートンの受注は減少しましたものの、それを上回る紙製パッケージ

の受注により、前年同期の実績を上回りました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における印刷包材事業の売上高は、前第３四半期連結累計期間に比べ13億

90百万円増（前年同期比6.7%増）の220億42百万円となりました。

その他

①包装システム販売事業

当セグメントでは、印刷包材と連携したトータル提案による、時流や得意先ニーズにマッチした新たな「包

装」の開発を主眼とした包装機械や包装ラインの企画提案・仕入・販売を行っております。

当第３四半期連結累計期間における包装システム販売事業の売上高は、前年同期のような大型案件の受注がな

く、前第３四半期連結累計期間に比べ７億35百万円減（前年同期比49.2%減）の７億60百万円となりました。

②人材派遣事業

当セグメントでは、当社グループ内のみならず地域企業からの求人を受けて人材の派遣を行っております。

当第３四半期連結累計期間における人材派遣事業の売上高は、前第３四半期連結累計期間に比べ51百万円増

（前年同期比36.8%増）の１億90百万円となりました。

＜利益の状況＞

利益面につきましては、原材料費や労務費は増加しましたが、売上高増加の影響により、当第３四半期連結累計期

間における営業利益は18億１百万円（前年同期比16.3%増）、経常利益は19億75百万円（前年同期比16.8%増）とな

り、四半期純利益は11億24百万円（前年同期比29.3%増）となりました。

EDINET提出書類

朝日印刷株式会社(E00714)

四半期報告書

 3/17



(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(3)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は５百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,000,000

計 43,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行
数（株）

（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,175,634 11,175,634
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 11,175,634 11,175,634 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 11,175,634 － 1,514,753 － 1,581,113

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 570,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,588,700 105,887 －

単元未満株式 普通株式 16,934 －
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 11,175,634 － －

総株主の議決権 － 105,887 －

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

朝日印刷㈱
富山県富山市大手

町３番９号
570,000 － 570,000 5.10

計 － 570,000 － 570,000 5.10
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,028,546 1,638,743

受取手形及び売掛金 ※2
 8,370,033

※2
 9,612,423

商品及び製品 588,276 709,337

仕掛品 689,589 753,476

原材料及び貯蔵品 421,633 450,800

繰延税金資産 240,892 196,481

その他 231,212 522,709

貸倒引当金 △30,307 △34,459

流動資産合計 12,539,876 13,849,512

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,017,751 5,732,421

機械装置及び運搬具（純額） 2,008,111 2,017,837

土地 5,826,134 5,867,714

リース資産（純額） 2,185,512 2,469,219

建設仮勘定 7,035 194,109

その他（純額） 315,330 350,474

有形固定資産合計 16,359,876 16,631,777

無形固定資産

その他 252,386 243,245

無形固定資産合計 252,386 243,245

投資その他の資産

投資有価証券 3,165,058 3,283,167

長期貸付金 14,138 11,724

繰延税金資産 399,788 407,554

投資不動産（純額） 188,022 186,073

その他 581,109 534,855

貸倒引当金 △84,544 △54,450

投資その他の資産合計 4,263,571 4,368,925

固定資産合計 20,875,834 21,243,948

資産合計 33,415,711 35,093,460
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 6,210,379

※2
 6,917,585

短期借入金 30,000 130,000

1年内返済予定の長期借入金 756,261 732,379

リース債務 231,064 266,129

未払法人税等 512,809 223,198

賞与引当金 403,439 300,241

その他 ※2
 2,136,206

※2
 2,946,815

流動負債合計 10,280,160 11,516,348

固定負債

長期借入金 735,595 438,214

リース債務 1,922,304 2,191,618

繰延税金負債 323,022 322,074

退職給付引当金 1,061,689 1,108,687

役員退職慰労引当金 603,145 483,285

その他 122,195 130,696

固定負債合計 4,767,952 4,674,577

負債合計 15,048,112 16,190,926

純資産の部

株主資本

資本金 1,514,753 1,514,753

資本剰余金 1,717,859 1,718,964

利益剰余金 15,377,983 16,129,789

自己株式 △670,290 △888,007

株主資本合計 17,940,306 18,475,499

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 243,626 203,415

その他の包括利益累計額合計 243,626 203,415

新株予約権 34,345 56,998

少数株主持分 149,321 166,620

純資産合計 18,367,598 18,902,534

負債純資産合計 33,415,711 35,093,460
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 22,286,017 22,993,098

売上原価 17,279,559 17,493,394

売上総利益 5,006,458 5,499,704

販売費及び一般管理費 3,457,126 3,697,827

営業利益 1,549,332 1,801,876

営業外収益

受取利息 861 312

受取配当金 60,648 69,478

受取賃貸料 43,718 44,807

作業くず売却益 93,844 95,981

雑収入 35,887 57,781

営業外収益合計 234,960 268,361

営業外費用

支払利息 55,865 51,348

支払手数料 8,126 7,185

賃貸収入原価 11,458 22,966

雑損失 16,808 12,777

営業外費用合計 92,259 94,278

経常利益 1,692,033 1,975,959

特別利益

固定資産売却益 － 10,702

投資有価証券売却益 1,080 16,620

特別利益合計 1,080 27,323

特別損失

固定資産除売却損 17,762 27,534

投資有価証券売却損 － 11,299

投資有価証券評価損 2,198 －

ゴルフ会員権評価損 10,280 7,600

特別損失合計 30,241 46,433

税金等調整前四半期純利益 1,662,872 1,956,849

法人税、住民税及び事業税 752,882 754,481

法人税等調整額 23,151 57,724

法人税等合計 776,034 812,205

少数株主損益調整前四半期純利益 886,837 1,144,643

少数株主利益 16,806 19,964

四半期純利益 870,031 1,124,679
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 886,837 1,144,643

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △58,283 △40,238

その他の包括利益合計 △58,283 △40,238

四半期包括利益 828,554 1,104,405

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 811,814 1,084,468

少数株主に係る四半期包括利益 16,739 19,937
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正

後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  １．債権流動化に伴う買戻限度額

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

 464,111千円 395,946千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 49,868千円 41,510千円

支払手形 265,665 290,417

設備関係支払手形 22,021 23,894

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 1,011,995千円 1,003,712千円

のれんの償却額 24,096 12,292

　

（株主資本等関係）

（１）  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 320,042 30平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月１日

取締役会
普通株式 159,805 15

平成23年９月30日

　
平成23年12月９日利益剰余金

　

（２）  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 213,789 20平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月１日

取締役会
普通株式 159,083 15

平成24年９月30日

　

平成24年12月10日

　
利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、印刷包材事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏し

いため、セグメント情報の記載を省略しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 81円58銭 105円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 870,031 1,124,679

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 870,031 1,124,679

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,665 10,637

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 81円32銭 105円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 34 53

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議いたしました。

①  中間配当による配当金の総額  ……………………  159,083千円

②  １株当たりの金額  …………………………………  15円00銭

③  支払請求の効力発生日及び支払開始日  …………  平成24年12月10日

（注）  平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

朝日印刷株式会社(E00714)

四半期報告書

16/17



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月６日

朝日印刷株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西川  正房        印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安田  康宏        印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている朝日印刷株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、朝日印刷株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

　

以  上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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